

































































はその操作により長 くなった と解釈される。この場合、「時程は過大評価 された」 と表現され





時間が客観的に経過 した時点では、主観的には(心 理的時間においては)教 示された時間にま
だ達 していないと考えられる。従って、作成時間が長 くなった という結果は、被験者の心理的














時間知覚 ・時間評価はこの2つ の情報処理過程の出力を統合 した ものに依存するとされた り
(例えばThomas&Weaver,1975)、あるいは時間情報処理が時間知覚 ・時間評価の基礎 とな
るが、非時間情報処理によ り時間情報処理 は影響を受け ると考 えられてい る(Hicks,
M丑ler,Gaes,&Bierman,1977;Zakay,1989)。
2.時 間 情 報 処 理 の 認 知 的 特 性
2.1時間情報処理間の干渉
時程を経験 している間に注意を時間の経過に向けると、時間経過に注意を向けない場合に比








階(知 覚 ・中枢処理 ・反応)、(2)入力モダリティ(視覚的 ・聴覚的)、(3)情報処理に用い




の変化に伴って時間知覚 ・時間評価が変化することを示せばよい。 しか し多重資源理論に基づ
くならば、時間情報処理が用いる処理資源と、同時的に遂行される非時間的情報処理が用いる












































価は記憶過程に基づ くものであるが、 この記憶過程は単なる蓄積容量ではな く、時程中に経験
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される何 らかの変化の記憶であるようだ。Block&Reed(1978)は、時程中一定の処理水準
で処理を行 う条件 と、浅い処理 と深い処理を交互に行 う条件では、retrospectiveパラダイムに












































3.時 間 評 価 と 非 時 間 的 課 題 の 同 時 的 遂 行
本節で は、先行研究の 中で用 い られて きた非時 間的課題 の要求 する処理資源 の特性 と、非時
間課題の処理要件 の増大 とprospectiveパラダ・fムに よる時間評価の関係 について整理す る。
先行研 究で は、計算 課題(Burnside,1971)、トラッキ ソグ課題(Brown,1985)、両耳分離
聴取 を用 いた選択的注意課題(Bro㎜,1985;Tsao,Wittlieb,Miller,&Wang,1983)、カー
ド分類(Hickseta1.,1976,1977)、言語 リハ ーサル課題(Hicksetal.1977)、ス トループ課題
(Zakay,1989,1993;Zakay&Fallach,1984)、単純 な視 覚 ・聴 覚刺激 の強度の弁別(Grondin
&Macar,1992;Macar,Grondin,&Casini,1994)、単語 刺激に対す る異な る処理 水準での
処理(McClain,1983;Zakay,Nitzen,&Glickson,1983)など、多様 な課題 が用 い られて
いる。先行研究の ほぼ全 てにおいて、非時 間課題 の処理要件 の増 大に よ り、再生 法 を用い る場
合 には時程 は より短 く評価 され、作成法 を用 いる場合 には時程 は より長 く評 価 され るとい う結
果 が得 られている。前節で紹介 したWickensの多重資源理論 による処理資源の分類 に基 づ くと、
これ らの課題 のほ とん どは中枢処理 を必要 とする ものであ る。 また トラッキソグ課題 の ように
運動的反応 を必要 とす る もの もある。 また刺激呈示 において視 覚モ ダリテ ィと聴 覚モ ダリテ ィ
の両方 が用 い られている。 ス トループ課題 の ように空 間的 ・視覚的 コー ドが処理 に用い られ る
課題 と、言語 リハ ーサル課題の よ うに言語的 コー ドが処理 に用 い られ る課題 の両方があ る。す
なわ ち、多重資源理論 が仮定 する処理資源 のすべての次元 で、時間情報 処理 と非 時間情報 処理
の干渉 が生 じるようであ る。時間評価 で用 い られる処理 資源 は、 単一資源理論(Kahneman,
1973)が仮定 するようなす べて の種類の課題 において要求 され るような共通 的資 源であ るよう
に思 われ る。
時程 中に呈示 される刺激量 が多 いほ ど持続 時間が長 く評価 され るとい う知見 も得 られてい る
(Thomas&Cantor,1975;Thomas&Weaver,1975)。これは充実時程錯覚(filledduration




























れた。作成された時程は記憶セッ ト数が多いほ ど長 くなった。記憶セッ ト数の作成時間に対す
る効果は加算的であった。 この結果か ら、Fortinetal.は短期記憶において時間作成 と記憶




れないとOFFとなる注意ゲー トを仮定 した。エミッタからのパルスは注意ゲー トを通 りアキ
80














absent刺激の どち らが検出の標的 となって も、短期記憶負荷は等 しい。Fortineta1.は
feature-absent刺激が標的 となる条件で、反応時間は予想通 りに探索刺激数に伴 って長 くなっ
たが、作成時間は探索刺激数の影響を受けないという結果を得た。これは、注意配分を必要 と









短期記憶に保持された時間情報は減衰 し、時間評価に利用できな くなる。 このため、時程の終












憶の各下位システムが時間評価の中で どのような役割を持つのか という疑問が生 じる。
Fortin&Breton(1995)は、作成法による時間評価 と記憶探索課題を組み合わせた実験 に
より、時程の作成中に作業記憶内での記憶セッ トとテス ト刺激 との照合過程が含まれない場合
には、記憶セッ ト数の効果が見られないことを示 した。この結果は、単に記憶セッ トを保持 し














第1実 験では、PD課題、MD課題 と音声化抑制が同時的に行われた。記憶セ ットの数字呈
示 と同時に数字を発音する条件 と、数字呈示 と同時に数字を発音せず 「la」と発音する条件(音
声化抑制条件)が 用いられた。PD課題では音声化抑制により正答率が大きく低下 したのに対
して、MD課題では正答率の低下は見 られなかった。第2実 験では、PD課題 ・MD課題 と空間
トラッキング課題が同時に行われた。両課題 とも空間 トラッキングとの同時的遂行時には正答
率の低下が見られたが、MD課 題の正答率のほうがより大き く低下 した。 これらの結果は、




る。実験1、2は 処理のための資源について調べた ものである。実験3、4は 貯蔵のための資
源の使用について調べようとするものであり、記憶負荷がある状態でのPD課題、MD課 題の
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憶セットとして4個 、6個 、8個 の数字を呈示 した。4個 の数字を呈示する条件では、0～9
の数字のうちから4個をランダムに選び、100msec間隔で継時呈示 した。6個 の記憶セ ットを
呈示する場合には第3刺 激 と第4刺 激のISIを500msecとし、8個 を呈示する場合には第3刺





が、等 しい回数ターゲットとなった。記憶セット数が8個 の時には、最初 と3番 目、5番 目に
呈示される数字はターゲットとならず、 これら以外の数字が等 しい回数ターゲットとなった。
被験者はこの数字を検索 し、テンキーでその数字を押 して反応 した。反応の正誤をディスプレ
イに表示 してフィー ドバ ックした。
PD課題 と時間作成の同時的遂行条件(Figure1-2)では、記憶セヅ トを呈示 した後、プ
ローベ刺激が呈示される1sec前に 「#?」という刺激を呈示 した。これは時間作成開始を示
す ものであった。被験者はプローベ刺激が呈示されると記憶セットを検索 し、時間作成開始か
ら4秒が経過 した と感 じた時点でPD課題に対する反応キーを押 して時間作成を終了 した。す
なわち、時間作成の終了 とPD課題への反応が1回 の反応で行われた。反応の正誤をディスプ






















































間をTable1に示す。PD課題を単独で遂行 した場合、記憶セッ ト数が増えるに従 って反応時
間は有意に長 くなり(F(2,22)=91.8,p<0.01)、また標準偏差 も増大 した。これは記憶セッ
ト数が増えることで記憶負荷が増大 し、PD課題がより困難になったことを示すものである。











































































てお り、時間作成 とPD課題の遂行の間には干渉が見 られた。これは時間作成に対する注意配
・分によってPD課題への注意配分量が少な くなったことを示 している。また、PD課題 と時間作
成が同じ処理資源プールを用いていることも示 している。
記憶セヅ トが大き くなるにつれてPD課題単独遂行時の反応時間は短 くな り、誤反応率が高
くなった。この結果はKlappeta1.が得た結果 と同じであり、PD課題の遂行においては記憶
セット数増加につれて作業記憶の負荷が高まり、ターゲットの検索により多 くの時間がかかる

















間の伸び と等 しくなることが予想される。 しかしこのモデルでは本実験の結果は十分に説明さ
れない。本実験では、作成時間の伸びは反応時間の伸びよりも小さくなった。Fortin&Rous-






的処理の処理時間 と、基準蓄積量に達するまでの時間の和 となる。 ここで、音韻ループ内に保
持された記憶セ ッ トは、同 じく音韻ループにあると仮定 された認知タイマーに蓄積された
STUの一部 として処理され、蓄積を 「底上げ」すると考える。 このように仮定すると、記憶






































































心理的時間の研究において、2秒 を境 として異なる内的過程が時間知覚 ・時間評価に用いら
れることが指摘されている。Fraisse(1971)は、2秒 以下の短い時程では時程 内での変化をほ
とんど同時的に把握できるとし、また リズムの知覚においては刺激間の間隔が2秒 に達すると
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Cognitiveprocessesintimeestimation:Theroleofworkingmemory
Ka刎mf亡suS㎜OHARA
Inordertoexaminecognitivecharacteristicsofpsychologicaltilne,moststudiesontime
estimationhaveassumedtwoprocesses;temporalinfornlationprocessing.andnontemporal
informationprocessing.Temporalinfomlatiollprocessingcorrespondstosubjectivetimillg
activity.Nontemporalinformationprocessingcorrespondstootherkindofcognitive
processesexcludingtiming.Itissupposedthattimeestimationisbasedonthesetwo
processesandtheirinteraction.Ithasbeenshownthatnontemporalprocessingshortens
reproduceddurationandlengthensproducedduration.
Inprospectiveparadigm,subjectsareinstructedthattheywillberequiredtoestimate
duration.Itisexpectedthatsubjectsattendtothepassageoftime,andthattemporalin-
for㎜tionprocessingocc耀swithanocationoftime.Soprospectivetimeestimationisbased
ontemporalinformation.Inretrospectiveparadigm,subjectsarenotinstructedthatthey
willberequiredtoestimationduratiolluntiltheyfinishexperiencingtheinterval.Itisex-
pectedthatsubjectsdoesnotpayattentiontothepassageoftimeandthattemporalihfor-
mationprocessingdoesnotoccur.Soretrospectivetimeestimationisnotbasedontemporal
information,butbasedonnontemporalinformation.Thus,temporalinformationprocessing
isusedforprospectivetimeestimation.
Brownetal.(1990,1992)showedthattemporalinformationprocessingisintentional
cognitiveprocesswhichrequiresprocessingresources.Manykindsofnontemporaltasks
havebeenusedwithprospectivetimeestimation.Andmostofthemshowedinterference
effectsontimeestimation.Temporalinformationprocessingseemstorequiresingleun-
differentialresourceusedforanykindofcognitiveprocesses.
Fortinetal.(1993)reportedthatattention-demandingtaskwhichincludesnoshort-
term-memory(STM)10addoesnotinfluenceconcurrentintervalproduction.Thisfinding
suggeststhattemporalinformationprocessingincludesSTMorworkingmemory.The
presentstudyaimedtoexaminetheroleofworkingmemoryontimeestimatiol1.
Inthepresentexperiment,productionof4secondsintervalalldmemorysearchtask,
whichwascalledprobe-digit(PD)task,wereperformedconcurrently.Klapp&Netrick
(1988)haveshownthatthememorysearchtaskusesphonologicalloop,whichisoneofthe
subsystemofworkingmemoryandcontributestostorageandprocessingofphonologicaland
articulatorycode(Baddeley,1986),
Resultsshowedthatreactiontimeanderrorrateformemorysearchingtaskincreasedwith
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thenumberofmemoryset.Produceddurat量onalsoincreased.Thisresultsindicatesthat
productionusesphonologicalloopandthattemporalinformationisphonologicallyorar-
ticulatorycoded.Thecounter-basedmodelproposedbyRousseauetal.(1983)predicted
thatnontemporalprocessinginterruptsaccumulationofsubjectivetimeunitswhichisbasedon
subjectivetiming,andthattheirpredictedthatproduceddurationincreasesattheincreasing
rateofreactiontime.However,increasingrateofproduceddurationissmallerthanthein-
creasingrateofreactiontime。Itshouldbeconsideredthattemporalinformat量onprocessing
isnotcompletelyintemlptedandthatitisinfluencedbyno血temporalinfomlationconcurrently
processed.
Onepossibleexplanationofthisresultisthatcognitivetimerislocatedinthearticulatory
loopa皿dthattheamountofmemorysetstorageinfluencesaccumulationofSTU.Some
findingsfromprecedingresearchesseemtosupportthisexplanation.
